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1､はじめに

地質調査所の地震予知研究の一環として本年度より

3カ年計画で工業技術院国際研究協力課特別研究｢地

震断層活断層及び地震予知に関する研究｣が始められ

ました.この研究は世界でも有数の水平ずれ断層で

あるトルコの北アナトリア断層(長さ約1200k血)とわが

国の中央構造線(長さ約600k皿)を地震地質学的に比較検

討することを主目的とし衣笠地震地質課長の起案によ

り準備がすすめられトルコ側の鉱物調査開発研究所

(MTA)の基礎研究部ネオテクトニクスグルｰプと共同

で調査研究が行われることになったものです.

初年度の今回はまず小生が約1ヵ月ほどトルコに

行き同計画についての打ち合わせおよび北アナトリア

断層の概査を行いました.これはその簡単な報告を

兼ねた雑文です･北アナトリア断層の地震地質学的な

研究はまだ始まったばかりでとくにその中央部から東

部にかけてはその詳細はよく知られておりませんしま

たそういう地方の生活環境なども観光ガイドにはほと

んどのっておりませんので何かの参考になれば幸いです･

2.アンカラそしてMTA(メディア)

昭和57年9月16目午後9時30分BA006便で成田をた

ちアンカレッジ経由でロンドンさらにアテネイ

スタンブｰルと乗り換えてアンカラにむかいました･

フランクフノレト経由で直接アンカラに行く便カミ最も便

利なのですが非高級国家公務員の常として最も安い便

を乗りつがざるをえ狂いため上記のような経路となった

わけです.(これでも強硬に北回りを主張したのです)

ロンドンで霧のためもあって約8時間またされアテ

ネで荷物カミ失くなりかけホテルも容易にみつからず

イスタンブｰルではあやうく国内便に乗り遅れるはめに

なるなど海外旅行につきもののよくあるトラブルにめげ

ずトルコ航空THY124便でアンカラの空港に到着し

たのは同月18目の午後1時すぎでした｡JICAの専門

家派遣でMTAに滞在しておられる元地質調査所燃料

部長の坊城氏が夫人と共に出迎えに来てくださり夫人

の運転する車で市内へ向かいました(空港への出迎え及び

見送りを始めとして坊城御夫妻にはアンカラ滞在中たいへん御

世話になりました･多謝､)･

約40分ほどで市の南部に位置しよく日本人が利用す

るツナｰルホテルにチェックインしました.このホテル

は必ずしもサｰビスは良く狂いのですが坊城氏夫妻の

住居や日本大使館にも徒歩で行ける距離にありMTA

へのバス倍も近く便利なのでとりあえず一週間ほど泊

まることにしました.すぐに夫妻と食事をしに付近

のロカンタ(レストラン)に行きよく冷えたビラ(ビｰ

ル)と有名なシシケバブなどにありつきました･食後

に飲んだトノレココｰヒｰもおいしかったのですがオイ

ルショック時にはほとんど出回らず最近また飲めるよう

になったそうです.したがって後で知ったことです

がインスタントコｰヒｰもどちらかというと貴重品の

ような感じです･

さて地質調査所とMTAとの交流は昭和40年代初

めの井上海洋地質課長(現海外地質調査協力室長)時代から

主に石炭'鉱物資源関係を中心にJICAべ一スたどで絶

えず続けられ現在にいたっておりわが国とトノレコとの

国際交流の重要た一翼をになっております.地質ニュ

ｰスにもトルコの概括的な地質やMTAの様子について

たびたび報告されていますのでここではそれらと重複

することは避け地震地質関係に話をしぼります.

共同研究の相手とたる基礎研究部はMTAの中でも

比較的新しく小じんまりとした部ですがそれだけに活

発でとくにネオテクトニクス関係のグルｰプは最も新

しく寄り合い所帯ですがチｰムワｰクも良く我カミ地

震地質課と同様多忙な雑務に追いまわされつつもよく

研究にはげみ着々と成果をあげているようです.

次にグルｰプのメンバｰを簡単に紹介しましょう･

皿r.IbmhimCakmak

基礎研究部の部長です･専門は生層序学でとくに有

孔虫を研究していたそうで管理職がよく懐古の情を持

ってr研究者時代が良かった今は雑用に追いまくられ

るだけだ｣などと口にしますがこれは洋の東西を問わ

たいようです･詳しい事庸はわかりませんカ〒いわば

畑ちがいの彼カミ今の地位に抜てきされネオテクトニク

ス関係の研究を理解するのはたいへんなようです･と�
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はい乏人柄はきわめて良く日本人にはとても親切で

毎日のようにMTAの幹部用食堂で昼食をおごってく

れました｡私よりつたない英語ですが精一杯歓待して

くれました｡

M1･.Ha1itSov

副部長の一人で地震防災を専門とするらしいのです

があまり英語を話さないので詳しくはわかりませんでし

た｡珍しくまったくお酒カミ飲めません.

このネオテクトニクスグルｰプの目標は後期中新世

以後のトルコの構造運動を明らかにすることで現在は

とくに北アナトリア断層と東アナトリア断層に集中し

東から西に調査を進めているそうです.この研究が一

段落したら活断層や震央分布を記入した活構造図をま

とめるということです｡少ない人数で日本の約2倍は

あるトルコ全域を相手にするのはたいへんですがそれ

だけに今回のITITプロジェクトに対しての期待も並々

狂らぬものがあり研究者の意欲が感じられました.

Dr.AyOogan〕Boray

1941年アンカラ生れでイスタンブｰル大卒業後

ロンドン大学で学位を取得専門は変成作用です.

トルコは現在50万分の1の地質図が全域にわたって出版

されていますがそれらをもとに小縮尺で一種の活構

造図を編集したことがあるそうです･たいへん世話好･

きでグルｰプの中では一番英語が達者です･日本の

エレクトロニクスに非常な関心を持っておりビデオな

どについてよく質問されましたが私自身興味がないの

でよく答えられない程でした.
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1945年マルディン生まれでイスタンブｰル大卒業後

同大学修士課程卒業おもにトルコ東部の地震及び活

断層について調査研究を続けていますふだんはおとな

しくニコニコしていますカミ議論をするとすぐ興奮して

赤くたります.根は親切でトルコ東部～ソ連にかけて

のネオテクトニクスについてたどたどしくはありますが

良く説明してくれました.

���畴��愀

1952年イスタンブｰル生まれでイスタンブｰル大

卒業後イギリスのブリストル大学で学位を取得し兵

復の後昨年からMTAに勤め出しています.今回の

野外調査に同行しちょうど彼のフィｰルドである北ト

ルコ中央部～西部の活断層地帯について詳しく案内して

もらえました･北アナトリア断層は現在は右横ずれ

ですカミ鮮新世以前は左横ずれであったことを小構造の

解析から主張しています.

小柄で若いのですかやや頭が薄く気さくな研究者で

非常によい知り合いとなりました｡このプロジェク

トにおける実際上の共同研究者です･9月の始めに結

婚したばかりで奥さんはイギリス人ですが彼の実家

であるイスタンブｰルに居り毎週週末に彼がイスタン

ブｰルに通って(P)いるそうです.

さて9月28目から30目にかけてはクルバン･バイラ

ム(いけにえの祭)というイスラム教徒にとって重要な宗

教的祭目でこれをはさむ土曜･日曜とあわせて長い休

暇に入ってしまいます･官公庁はもちろん一般の商店

もとくにバイラム中は閉ってしまいます.しかたがな

いのでMTAから借りた資料を読みまとめたり必要な

図のトレｰスをして目を過しました･その間にアンカ

ラの町中を歩き回りました･バイラムの初目は一歩

裏通りに入るとあちこちで軒先や木の枝に羊を吊るして

解体しており血なまぐさい臭いがただよってきます.

羊の頸部や足首の動脈を切って血を抜きその後足

首の血管から息をふきこむと羊はパンパンにふくれあカミ

り皮と肉がはがれ皮はぎをしやすくなります.坊

城氏が教えてくれたところによるところした羊の解体

のしかたをテレビで放映していたそうでお国柄を感じさ

せます.

アンカラ自体はそれほどおもしろい町ではありませ

ん･町の中央部を南北にトルコ再興の父ケマノレアタチ

ュルクの名を冠した通りが縦貫し多くのバスや自動車

さらにドルムシュとよばれる乗り合いタクシｰか交通

規則をほとんど守らない通行人をかきわけて強引に行き

来しています･町の歴史自身は古いのですが初期の

おもかげを残すのは市の北西にあるヒサｰルと呼ばれ

る石の城壁をめぐらした小高い丘の部分だけで中央部

は近代的放中小のビル灘(鋤テ官庁アパｰトなど)と小さ

な商店及びモスクカミ混在し歴史の重みというものは感

じられません.

3･トルコの地震と活断層

今世紀にトノレコで起こった主な地震の震央を第1図に

示してあります･トルコで近代的な地震の機器観測が

始められたのは1960年代の半ば以降のことですのでそ

れ以前の地震の規模や位置については若干見直しカミ必要

です.しかしM7以上の地震の大部分が北アナトリア

断層及び東アナトリア断層に沿って生じていることと�
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第1図トルコで今世紀に発生した主な地震(M>7)の震央分布

くに1939年のエルジンジャン地震(M8)以降西へ震央

移動が顕著である(実際にはλ=39oEを中心に東西へ移動する

が西への移動カミ断然卓越しその移動速度は50～80km/年と

いわれています)ことまた各地震の空白域をうめるよう

にその後の地震が発生していることが指摘されています.

ところが西部のマルマラ海沿岸に位置するブルサと

イズミットの間は依然空白域が残っておりしかも

1976年以降この地域に微小地震が発生しはじめトル

コ政府を始め各国が共同で種々の観測を行っています.

わが国からも北大や東工大などの研究者が現地調査
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第3図

北アナトリア断層の構造約位置

(Se9二r,1979)

や観測に何度も出かけております.第2図にトルコの

地震の観測状況を示しておきます･

さて北アナトリア断層及び東アナトリア断層は第

3図に示されているようにいわゆるプレｰト境界をな

す横ずれ断層で現在の変位の方向は前者が右ずれ後

者が左ずれとなっています.従って両者にはさまれた

アナトリアマイクロプレｰトは西方に移動することにな

ります.ランドサット衛星写真からも明瞭に識別でき

るこれらの断層はもちろん一本の単純な線では校く

複雑校エシュロン配列をしております･地震断層は必

ずしも活断層と厳密に一致しませんカミ活断層による破

砕帯内ないしそのごく近傍を大路並走します一地震断

層は一般に前の地震による破断が終了したところから始

まりギャップがある場合にはさらに後の地震による破

断で満たされるようです･第4図に示されるように北

アナトリア断層沿いにはエノレジンジャン盆地をはじめ

としていくつかの新第三紀～第四紀の堆積盆が散在し

Pontus層群と呼ばれるUpperMiocene～Quatemary

の地層が分布しています.この地層中には北アナト

リア断層の活動に伴う各種の小構造が形成されており

同断層の活動吏を知る重要恋手がかりとなります.

北アナトリア断層の総右ずれ変位量は70～80kmとい

われ平均変位速度は3.2～12cm/年とかなり大きいよ

うです･東アナトリア断層はこれに比べると変位速

度は半分以下で地震も少かったのですが近年(1971及び

1975年)大きな地震が続き注目を集めています.

4.北アナトリア断層見学記

それでは10日間ほどの短い野外調査にすぎずとて

も北アナトリア断層の全容を紹介することはできません

がその一端の紹介と日本人のあまりいかない地域のガ

イドを兼ねて以下に記します.

10月4目(月)
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第4図北アナトリア断層に沿う新第三紀～第四紀の堆積盆(点を打った部分)の分布�
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坊城夫妻が友人を空港に見送るのに便乗して日本か

ら別送した調査用具類を受け取るためホテルを5時半に

チェックアウトしました.見送りの後税関が開くま

で国際線ロビｰでお茶でも飲もうとしましたが閉店状態

ここは今年の8月アルメニア問題に関連してゲリラが

銃を乱射して一騒動あったところで柱や扉にはまだ生

々しく弾痕が残っています･所在なく待つ内にやっと

航空貨物の事務所があきましたが結局荷物を受けと

るまでに8カ所もの窓口を回ってサインをもらい2度倉

庫までいって荷物の検査を受けるはめになりました･

各窓口ではバイラム明けとあって遅々として手続き

カミ造みません.最終的に荷物を手にするのに1時間以

上かかりましたが坊城氏に言わせると早い方だというこ

とです.地質調査所の事務の方々の有能さをひしひし

と感じた次第です.

さてMTAに戻ってようやくフィｰルドに出発で

きたのカミ午後の1時30分その昔のシルクロｰド通称

アジアノ･イウェｰとよばれるヨｰロッパ幹線道路の一つ

であるE23ルｰトを一路東へ向かいました.道路は片

道一車線ですが大体舗装されており比較的快適なドラ

イブですがわずか200kmほど進むうちに10数カ所で事

故や故障の車に出会いました.大型のダンプカｰ同士

の正面衝突くしゃくしゃにつぶれたオｰトバイ反対

車線側の崖に突っ込んだタンクロｰリｰ等様々です.

都市間の制限速度は90kmですカミ積載量超過でのろの

ろしたトラックを乗用車のみならずバスやダンプなど

の大型車カミ造いぬいていきます･それもトルコ人運

転手の習性としてわざと対向車カミある時にすれすれに追

いぬくので正面衝突が多いといわれています.幸いに

もわれわれの車の運転手は模範的な優良ドライバｰ

で同行したMTAのDr.Barkaも例外的だとほめて

いました.

あたりはなだらか荏起伏をくり返し地平線という

ものを見ることカミてきたいアナトリア高原で牛や手

ときに馬やガチョウが群れ畑を焼く火の姪ジプシｰ

の馬車だと旅情を誘わずにはいられ恋い校がめです.

ところが今日の宿泊予定地シバスに120kmほどにせ

まったあたりから山並がせまり未舗装の悪路と怒りま

した.おまけに土砂降りの面とたったので著しくスピ

ｰドダウンせざるをえなくなりました･そのうち日暮

れて暗やみの中からいきなり傘もささない村人やトラ

クタｰカミライトに照らされて浮かびあカミるのです.や

っとシバスにたどりついたのは夜の8時30分興でした.

シバスは人口172900人エルジンジャンの西290k血位

に位置しガイドによれば18世紀始めビザンチン軍がセ

ルジュクトルコ軍と戦い敗れたためそれ以後トルコの

支配下に入つたそうで立派なモスクやメドレセがある

そうですが暗くわからずそんなことよりとりあえず

ホテルを探して数階建ての粗末なコンクリｰトビルの

建ち並ぶメインストリｰトを傘をさしてウロウロする

こと30分ようやくチェックインできたケシュクホテル

は唄い文句の快適な宿泊施設云々とはうらはらのお粗

末な設備最初のへやはどうやっても電気がつかずし

ぱし待たされた後に別の部屋に変えてもらいましたカミ

トイレと洗面所の電気はつかず水漏れで床はぬれており

バスタブは汚れた便器のようでとても裸足ではいれる

よう校代物ではありません､しかし時間も遅いので

カミまんすることにしてとにかく夕飯をたべに町の艀カ

ンタに出かけました･ここのシシケバブはスペシャノレ

と名うつだけあって脂ぎった羊肉が半焼けのまますご

いボリュｰムででてきます.ワインとスｰプでパンと

共にのどに押しこむ感じでやっと食べ終えましたが翌目

の朝までさすカミの私の胃も少しもたれたほどです.途

中何度か停電になりましたカミボｰイが慣れた手つきで

あらかじめ準備してある燭台のロｰソクに火をともしま

す.それからみると停電は目常茶飯の事らしく事実

ホテルに帰って11時頃からはずっと電気はつきませんで

した.

10月5日(火)

明け方5時頃にはモスクから拡声器を使ってがんが

ん響かせるコｰランの朗唱で目を覚まさせられ破れた

ガラス窓からしのびこむ冷気にいやおうなく起こされま

した.

天気はうってかわって快晴いざ第1目的地エルジンジ

ャンヘと朝食もそこそこに出発した途端車の調子がお

かしくなり町はずれの修理工場へ･結局配線の一部の

被覆がはげていたことがわかり修理を終えて町を出た

のは1C時30分頃.これからは快調にOIigo.～Miocene

の緩く傾斜する砂泥互層の申を東へ向かいました･11

時15分には約60kmはなれたザラの町を通過しました

このあたりは今まで続いてきた01ig〇一～Mioceneの地層

が町のすぐ北を東西に走るスラストで北側のEOcene

フリッシュや火山岩類に接しており道路は大略スラス

トに並走しています｡表土はごくわずかで白や黒の露岩

の上に若干の草が直接へぱりついているような感じです･

エルジンジャンヘ150kmほどになると通路の両側は

標高差200～300mの低い山並みが続き林カミ散在すると�
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こには水もあるらしく小さな部落が見られ沖積の河

成段丘からなる低平地には畑が作られ羊や牛の群れ

が点在しています.北の遠くの山並みには早や雪が

みられました一まもなくイムランル(人口6420人)の

村を通りぬけました･牛や羊が道を横切るたびに車を

止めなければならず少々わずらわしく感じます.道路

わきには牛に注意の標識が目立ちますがどういうわけ

か羊に注意という標識は見当たりません.

イムランルを出るとP1ioceneの地層(河成の礫岩～

砂岩)からなるとされている小さな堆積盆の中を通りぬ

けます･この盆地の北縁は地形的にみると水平ずれの

活断層の可能性があり地層の変形も著しいというDr･

Barkaの話でしたが一路東に急ぎました.

第5図エルジンヤシン盆地北酉ヒｰルの西1kmから北アナ

トリア断層を望む(点線部分)

ラファヒェに60kmほどになると北側に蛇紋岩の分布

地域の中に古生代の変成岩からたるクズル山(2950m)が

山頂に雪をいただいてそびえ前方にも山並みカミせまって

きます.その谷間に向かって道路はわけ入ってゆきま

す･このあたりは時代未詳の蛇紋岩が広く分布し'

そのくずれやすい崖ややせ尾根を羊がひょいひょい登っ

ていくのが遠望できます.ところどころにあるかん木

は黄や赤に紅葉し蛇紋岩の青緑～暗紫色と調和して

一幅の絵を見ているようです.さらに東にいくにつれ

て空気は冷たくすんで標高が増したことを示し道路

の100mほど上まで雲がおおいはじめました.ラファ

ヒエに30kmぐらいの所は蛇紋岩分布域の中にP1iocene

の堆積物が分布しており数か所で車を止めて観察しま

した.北アナトリア断層およびその近傍に散在する新

第三紀～第四紀の地層はPontus層群といわれ上下に

大別され両者間は(傾斜)不整合とみなされています｡

もっとも下部PoutusはUpperMiocene～Lower

P1iocene上部はUpperPliocene～Quaternaryで時

代的にはもう少し細分されるべきであろうと思います･

Mioceneの中下部には海成層があるらしいのですが下

部Pontus層群は一般に湖成層で最上部は一部河成堆積

物です｡上部POntus層灘は一般に河成堆積物からな

ります.ここでみられたのは上下Pontus層群で淘汰

の悪い径20cm以下の円～亜円礫からなる河成の礫岩で

す.礫種は蛇紋岩硬砂岩頁岩が多くマトリック

スは粒粒の砂ですがかなり固く礫がぬけてもその跡が

穴になって残るほどです･砂や凝灰岩の薄層も数枚は

さまれ20～25｡ゆるく北東に傾斜しています.

さらに東方にはまた蛇紋岩カミ分布しサクノ･ンシャ

イプなどの村をぬげていきます･この噴ガソリンが少

なくなり見つけ次第ガソリンスタンドによるのですが

バイラム明けということもあってどこにもガソリンを

売っておりません.

少々あせりながらラファヒェ(人口7540人)へ向かいま

した.二畳紀の石灰岩の中を通りつつラファヒェ近傍

で南へ北へとガソリンを探し回りました.メｰタｰの

針はとっくにOを指しています･ついにラファヒェ近

傍の分岐点でストップ通りかかった車をとめてとにか

くエルジンジャンヘ行くだけのガソリンを分けてもらっ

て2時すぎにやっと再出発できました､途中下部ポ

ンタス層群やエルジンジャン盆地の西端に二段の見事

な河成段丘面が見られましたカミ後回しにして車を止め

ずひたすらエルジンジャンのガソリンスタンドに急ぎ

ました.標高1200mのエルジンジャンの町にたどりつ

きガソリンを見つけてやれ一安心となったのが3時15

分･とたんに空腹感がつのり昼食をたべにロカンタ

におしかけました.しかし昼食時間はとおにすぎて

おりろくな食べ物はなくデネノレケバブ(焼き肉の一

種)とアイラン(ヨｰグルト飲料)でとにかくお腹を満た

すだけでした･それでも一息ついたところで盆地北

酉部の北アナトリア断層を見にいくことになりました･

エルジンジャン盆地は海抜高度1100～1300㎜位で

N60.W-S60叩方向に細長くのびる山間盆地で長さ

約50km幅約15kmほどで北東及び南西縁を活断層群

によって区切られています.とくに北東縁の活断層群

は有名な北アナトリア断層の一部をふくみこれに並

行するいくつかの活断層及び地震断層からなっています.

今日はあまり時間もないので盆地の北西端で北ア

ナトリア断層が道路を横切るあたりを学見するにとどめ

ました.Hihrの西1kmのところで北アナトリア断層

のセグメントか分離してエシェロン状配列をしており

地形的にもきわめて明瞭なのに感心してみとれていま�
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んどありません.ホテルも今回の調査期間中では最達)

良く漏水やトイレの水が良く出ないことを除いてあ

まり問題はなくはじめてシャワｰも使えました.昼

食が遅かったので全員食欲もなくワインと木の実を

買って夕食がわりにしました.夜はDr.Barkaに

地形図を借り部屋の電球は薄暗すぎるので洗面所に

机を運び込んでトレｰシングペｰパｰに写し取る作業を

しました･トルコは日本と異なって地図や航空写

真の取り扱いにはことのほかきびしく買うことはおろ

かコピｰすることもできません.頼みこんでこっそ

り早させてもらい略図を作るというわけです.

第6図工ノレジンジャン盆地北西端で見られる北アナトリア

断層の露頭

した(第5図)周囲の岩石はほとんど蛇紋岩(時代末

詳)で断層近傍ではかなり破砕され場所によって小

規模匁地すべりや崩落地形を呈しています･各主要セ

グメントの長さは20～30kmぐらいで付随的に5～10

kmぐらいの並走する副断層灘を伴うこともあります.

暗くなってきたのでエルジンジャンの町に戻りホ

テルを探しました･このあたりは100～200年おきに

M7～8クラスの地震に見舞われ最近も1939年にM

8といわれる地震が起きています･そのため町の歴史

的建造物などはあとかたもなく比較的こさっぱりとし

た町並みを呈しています.驚ろいたことにトルコ人に

は珍しく交通信号をよく守り赤で渡る人や車はほど

第7図第6図の拡大図(右側は破砕された蛇紋岩で左側は

上部ポンタス層群(?)の礫岩層)

10月6日(水)

朝食はまともにしょっぱい白チｰズオリｰブの

実の塩づけバタｰとママレｰドパンにチャイ(トル

コ紅茶)といわぱ朝定食をホテルのレストランでとり

勇んで出かけました.

最初の露頭は第6図に示されているように北アナト

リア断層が道路と丘陵を横切っている地点です.断層

の走向はN80.Wほどでこの断層を境にして蛇紋岩

と下部Pontus層群と思われる礫岩層カミ嬢しています(第

7図).蛇紋岩は断層面から2㎡位の範囲は粉砕され

ており10㎜位まで断層角礫化して破砕が著しく30m

ぐらいはなれると50cm大のブロック状に破断してゆき

ます｡センスは不明ですが付随する小断層群の発達も

著しくN25㌧40.W70㌧80.Eぐらいです.西側の

礫岩は蛇紋岩の角礫が多く砂質泥岩の細礫を含み

マトリックスは中粒砂で部分的に不規則な形状の白色

～帯赤灰色のタフをはさみます･この露頭のすぐ手前

(南側)では典型的な下部Pontus層群の湖成層～河

成層が観察されます.ここでは下部の泥岩砂岩互層や

礫岩がやや傾斜し(層理面の一部はすべっている)一見

第8図1939年エルジンジャン地震(M8)の地震断層の跡

(バヒキ村の西)�
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策9図1939年のエルジンジャン地震の地震断層(バヒキ村東)

不整合状にほぼ水平に白色凝灰岩およびその上位の砂～

礫岩が重校っています.下部Pontus層灘上部は砂泥

互層からなる湖成層ですが最上部に河成礫層がくるこ

とカミありこれと上部Pontus層群の河成礫とは区別し

にくいのでここでは判別は困難でした(後に第4紀火山

の安山岩礫を含むかどうかで区別できるのではないかと考えま

したが)｡

さて次に1939年の地震断層を西方へ追跡してバヒ

キの村にきました･村の老人から当時150人中80

人カミ死亡60人が重軽傷をおい家屋はほとんど全壊し

たことなどを聞きSurfacebreakの跡を案内してもら

いました｡村の西側では第8図のように畑地のへり

にそって｡pencrackが続いたようですが落差やずれ

の方向などは当時雪が積もっていたこともあって聞きだ

せませんでした.その後第9図のように村の東側の

谷で地震断層の露頭を見つけました･ここでは一般

に破砕された蛇紋岩からなり崖鋒性の新期堆積物カミｰ

部その上をおおっています･断層はほぼ並走する東

西性の数本の断層群と破砕帯からなっています･第10

図にみられるようにノ･ンマｰで堀り出すとまだ新鮮な

断層面がでてきます.断層面上にはほぼ水平の条線が

観察できます.

バヒキの村はちょうど北アナトリア断層の真上にあ

り1939年の地震後再建されたわけですが羊の糞をぬ

りつけた粗雑な組み合わせの石垣の上に日干しの土をレ

ンガ状にかためたものと小柱い木材を使って建てられた

耐震性Oの家々が約20･3C軒集まった貧しい村です.

村民も身なり生活とも質素というよりは粗末なもので

す.それだけヨｰロッバ化されておらずトルコ本来

の風俗が色濃く残っており他国人に対してとても親切

です.話を聞いた老人の家でチャイに招待され恐る

恐るこわれかけた階段を登り靴をぬいで中に入ったの

第10図第9図の地震断層の断層面(水平方向の条線が観察

される)

ですが案に相違して簡素で清潔な部屋なのでちょっと

びっくりしました.

町に戻って2時すぎにデネルケバブとアイランで簡

単に食事をすまし今度は盆地北縁部を東の方にいく

と縁に沿って第四紀の火山が4～5つほど並んでい

ます.安山岩からなっておりそのうちの一つA1tin

Tepeの頂上には石造りの遺跡もみられました.こ

の火山列の延長にはsagPond(第!1図)もみられこの

下にやはり北アナトリア断層に並走する断層があるこ

とが推定され両者の関係に興味をひかれました.

ホテルに戻って少し町中を散歩しました･エルジ

ンジャンは銅板の細工で有名だそうで銅のお盆や花び

んなどをいたるところで売っており値段はアンカラや

イスタンブｰルでの半分以下ということです.今日も

やはり昼食が遅かったためビｰルワインやぶどうを

買ってホテルに帰り夕食のかわりとしました.今晩

はボイラｰの故障でシャワｰはあびれず1ユ時頃には停

電となったので地図のトレｰスも早々にベッドにもぐ

第11図エルジンジャン盆地北東部のsagpond(現在でも

一部でガスが湧きでている)�
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策12図工ノレジンジャン盆地中央部の沖積層を切るSynsed

imentaryな断層(A-B)

りこみました.

10月7日(木)

9時質例の朝定食をすませてホテルをチェックアウ

トし地震記録を調べるためにエノレジンジャンの図書館

に行きました.1932年のエルジンジャンの町吏に歴史

地震についての簡単な記録カミあり887年以降991(?)

1047(?)10771198…と100年ぐらいの間隙で大地震

が発生しているようですがトルコ語なのでDr.Barka

にいずれ英訳してもらうこととしました･1939年の地

震については当時の記録は失われておりむしろアン

カラにあるので調べて送ってほしいと逆に頼まれる始末

でした･図書館ではそれをもとに新聞で特集して住民

に地震について啓蒙したいとの由でした.

図書館を出た後作目帰りがけに目についた盆地中

央部の採石場に行きました･沖積の礫岩層を数mほり

こんで大きな窪地になっています.おそらくバイラムの

時に殺したであろう血のついた羊の毛や骨がごろごろ捨

ててあります.第12図のように1mほどの落差のある

synsedimentaryな正断層をいくつか観察することがで

きました.これらも単なる堆積構造ではなく北アナト

リア断層の古い活動に関連したのだろうと思われます.

1時頃デネルケバブとアイランであっさり食事をし

エルジンジャンに住むDr.Barkaの親せきに会いに

行きました｡その老人は96歳でまだかくしゃくとし

ており地震について何か聞けるのではないかと思った

ためです･その家は電気機器の修理をしている店で

外にイスを持ちだしてチャイやマデン･スｰ(ミネラルウ

ォｰタｰ)を飲みながら歓待してくれました.地震当時

は雪カミつもっていたためエルジンジャンの町中のsurfa

cebreakはわかりませんが前震余震共に数日閻続

いたそうで数千人の人々が死んだそうです･詳しく

第13図北アナトリア断層(点線部分)による変位地形(エルジン

ジャン北西ムハｰル村付近)

はDr･Barkaの英訳を待たねぱなりません.帰り

ぎわにトルコ式の挨拶一だきあって両頬にキスする一

をされたのには閉口しました.

とにかくエルジンジャン盆地はトルコ側でもきちんと

した調査がたされておらずフィｰルド条件は絶好なの

で来年以降ここを中心に調査をしようと思います.

さてエルジンジャンを後にし西へと進みます.

途中バヒキ村と同様やはり北アナトリア断層上にあ

るムノ･一ル村に寄り若干の調査と村人からの聞きとり

をしました･第13図のように山麓斜面カミ階段状にな

っており下方が隆起してできたような小丘が直線状に

配列しており活断層地形は明瞭です･村の小学校で話

をきくと当時的500人いた村人の内310人が死に家

は全部倒壊したそうですカミおそらく地震断層であろう

地面の直線的な沈下はあったが雪のため直接surface

breakはわからなかったとのことでした.

一般にトルコ人は親目的で語の合い間にもタバコや

チャイをすすめられ彼らカミ常用するオｰデコロンを

顔や手につけるようすすめられます.最後に記念写真

を一枚とってやっと車に戻り薄暗くたった道を今

晩の予定地であるギョロワのMTAキャンプに向いまし

た.

7時3C分興ギョロワにつきました.後でわかったこ

とですがMTAのキャンプのオフィスと食堂は村の両

端に離れている感じでまず最初に食堂にいきました､

ここで5人ほどのMTAの研究者と知りあいました.

食事は骨付きの羊肉をただ煮ただけのものに塩とコシ

ョウをふりかけてバンやピラフという焼飯と食べるだけ

デザｰトは甘いほしぶどう入りの蜜のようなもので

きわめて簡素です･食後そこにあった白黒テレビ(国

営放送一局だけ)を漫然となカミめた後9時頃オフィス�
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策14図

ギョロワ付近で観察された新第三紀層の不

整合(左は下部中新世(アキタニアン)の凝

灰岩砂岩及び礫岩の互層右は鮮新世の礫岩

で中新世の石灰岩礫を含む)

に行きました･オフィスは鉄筋コンクリｰト二階建て

で研究室(1室)と宿泊部(3室)からなり1(数人宿

泊可能です.水道は以前はあったそうですが今は配

管されておらず大きなポリタンクに水が入っており

これで洗面からトイレまでまか狂います.むろん風

呂やシャワｰはありません.

研究室では北アナトリアのオフィオライトを研究し

ているグノレｰプカミ地質図を作っており25000分の1の

地形図で調査をすすめカ)なりりっぱな図をかいていま

した･ここでやっと航空写真と実体鏡を借りみる

ことができました･このグルｰプはきわめて真面目

で11時頃まで研究を続けており酒もタバコものまない

そうです.唯一の例外であるチｰムリｰダｰと私や運

転手で11時寅からビｰノレを飲みはじめ12時に寝につきま

した･4畳半ぐらいの部屋にベッドカミ4つあり足の

踏み場もないほど狭いのですが着のみ着のままもぐり

こみます一3時頃突然ゆり起こされて何事かと思いま

したがどこかでラク(いわばトルコしょうちゅう)を手に

入れてきたらしくこれから飲もうということです.

こん校時間にどこでみつけてきたのでしょうか.

まってきます･女性はこのあたりではやはり顔を隠

す人が多く美醜の判別はつきません.

例の朝定食をすませているとコックが皮をはいだ羊

の足を1本かついできて大きなま恋板の上で骨ごと

たたっ切っています.今夜のおかずでしょう.

このようなコックつきのキャンプがあちこちにあり

野外調査にたいへん役立っておりある意味ではうらや

ましい限り.です.もっとも最近は経済的な理由から

キャンプが縮小されているようで残念なことです.

10月8日(金)

8時頃眠い目をこすりなカミら起き出しギョロワの

村の中を通って食堂に向かいます･ギョロワの村も地

震で壊滅したことがあり家並は上ぬりの壁にトタン

屋根瓦屋根と新旧混在しています.通りの両側には

市がたっており羊の原毛毛糸金物ゴム靴布地

豆など様々な日用品を中心に売っています｡牛や羊

の離れが道路を横切りそれをかきわけてトラックや

荷車を付けた､トラクタｰが人を鈴なJに乗せて村に集

さてMTAの研究者の一人がキャンプ周辺を若干

案内してくれるとのこと第14図や第15図にみられるよ

うな新第三紀層や北アナトリア断層だけでなくメラ

ンジについても説明してくれました.

その後上部POntus層鮮とその中に発達する小断層

群等(第16図)を観察しながら西に進み正午にはスシ

第ユ5図北アナトリア断層及びそれに重なる1939年地震断層

を望む(ギョロワ南より北方を望む)�
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策16図上部ポンタス層群(写真下部)申の正小断層(破断面に上

の沖積礫層の一部が入りこんでいる.北アナトリア断層

の右横ずれ変位に伴うものスジエリの約20km東)

エリ(人口11500人)の町を通過しました.スシェリは

石造りの古い家並が続く田舎町で小学校の帰りらしい

黒い制服を着た子供達がこちらをみるたびにジャポンヤ

シャポンヤと声をかけます｡町を出るとやや遠方

第18図

ラシャディエの西で第三紀の火山岩体を切る活断層群

(点線)一番手前の断層は1939年の地震断層延長部にあ

たる

ラシャディエ近傍の断層(aは北アナトリア断層で白

っぽく見えるトラバｰチンを右横ずれ変位させている

bは1939年の地震断層)

の小高い丘は白亜紀の火山岩ですカミ川沿いには沖積段

丘が小規模に発達しておりややひらけた平地では日本

と良く似たリンゴの果樹園があり少年達が道端で通る車

にリンゴを売っています.値切って20～30個ほζを

50リラで買いました･味は日本の紅玉と似ています･

ラシャディエの町の東26kmくらいから再び遣は舗装

されており1時すぎには町につきロカンタに昼食を

とりに入りました.ナスとひき肉をあわせていためた

ものトマトとオニオンサラダヨｰグルトアイラン

といずれも日本人好みのうまい料理でした.ラシャデ

ィエの町はオレンジ色の瓦屋根の家が密集した小ぎれい

な町で人口は5590人です･基盤は白亜紀の凝灰岩でこ

れが変質してできたベントナイトの採掘で有名な町だそ

うです･町の西側には第四紀のトラバｰチンカミ厚く

沈積し北アナトリア断層は町の南端を通ってこのト

ラバｰチンを変位させています(第17図).Dr.Barka

はこのトラバｰチンの走向(M0W)からこれは

北アナトリア断層の右ずれに伴う二次的狂引張破断に関

すると考えているようです.1939年の地震断層は活

断層よりやや南側を大略川に平行して走っていますが

今では直接みることはできません(第18図)｡

5時過ぎにニクサｰル(人口23700人)の町た到着し

ました･この町は1939年と1942年及び!943年の地震

によって破壊され道路の一部をなす磨滅した石畳がわず

かに往時をしのばせるのみです｡小さ匁ホテルが数軒

あるだけで(最初は普通の民家がと思いましたが)一番まし

なのをみつけ泊まろうとしたら警察に行って滞在の

許可をもらってこいとの事やむたく警察に行きさん

ざんいぱられたから.OKをもらってホテルに引き返しま

した.値段をきくと1人200リラとの由.これは�
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トノレコにしてもまったく安すぎる値段でかえって不安に

なります･案の定3畳たらずの狭い部屋にベッドがあ

るだけ･どういうわけかサンダルが一足おいてありま

した･シャワｰ室は一畳あまりの狭さてその片すみ

で石炭ボイラｰが赤々と燃完ておりやけどしそうに暑

いのです･脱いだ服を置く場所もないので片手に持

ったままとりあえずシャワｰの水を出そうとしたら

赤の印の蛇口が水で青の印の蛇口から湯が出てきまし

た･いきたりお湯カミ出てボイラｰにかかり湯気がも

うもうとするしボイラｰの熱はあついし片手に持っ

た服はぬらすまいしでてんてこまい.とてもゆっくり

洗える状況になく早々に退散しました(それでも結局シャ

ワｰを浴びれたのはエルジンジャンとここの2回だけでしたか).

夕食はロカンタで羊の焼肉サラダピラフをビｰ

ルで流し込み早々と寝ようとしましたが薄明かりの

中でみても毛布はアカで黒ずんでおりシｰツも髪の

毛カミついていたりして何やら汚ないのです.こちらも

着換えないで野外調査の格好のままベッドに入りまし

た.

10月9日(土)

やはりノミにやられて体中ボリボリかきながらコｰ

ランの朗口昌で目を覚まさせられ昨晩と同じロカンタ

(町に一軒しかないので)で白チｰズとトマト青とうカミ

らし(ものすごく辛い)パンとチャイで朝食をとりまし

た.チェックアウトしてからニクサｰルの町はずれの

ガソリンスタンドから1942年と1943年の地震断層を遠

望しました･その間に運転手はエンジンオイルを換え

ようとしたのですがどういうわけか1時間近く待た

されて結局オイルがないということになりました｡ま

らたくわけカミわかりません.

エノレバの町の東7kmくらいでテベクジュラの村に着き

1942年の地震断層を探しました･地形的には比較的明

瞭でN80.Wの走向でEoceneの火山岩類からなる小尾

根をいくつか横切っているのがわかります.

同様にエルバ(人口25200人)の町でも1942年と1943年

の地震断層がエシェロン状に位置しているのカミ地形的に

はわかりますカミ直接の露頭はみつかりませんでした.

エルバを出て西にジプシｰの馬車を追いこしては

牛の群れに妨げられつつもジェクルパラというところ

にきました.ここでは北アナトリア断層の活動に伴

う一種のドラッグ摺曲を見学しました.第19図に示し

たように小断層を伴いつつ一波長ほど曲っています.

12時30分興にはタショバ(人口6390人)の町につきま

した･緑の川という意味の川にかかった橋を渡って町

に入ります.昼食は羊肉ナスインケンマメジ

第19図北アナトリア断層に伴うボンタス層群中の引きずり

榴曲(急傾斜部に主断層に並走する逆断層を伴う)

ヤガイモをトマトスｰプで煮込んだもので羊肉の良さを

気にしたければコクがあっておいしいものです.あと

はおなじみパンとヨｰグルト.

午後は折々露頭のあるところで車をとめおもに上

部Pontus層灘中の小断層などを観察していきました､

アルハスラン村近くのデステグ川沿いで第20図のよ

うに変形した下部Pontus層群上に不整合でのる上部ポ

ンタ層群の大露頭を見学しました.下部P㎝tus層群

は数枚の凝灰岩層をはさみ主に砂泥互層からなる湖成

層で摺曲して一部逆転しています.露頭中央部は断

層で幅数mのshearzoneをなしており比較的軟が

い泥岩にもかかわらず無数の条線を伴うセン断面が観察

されます.露頭右側の不整合面下の泥岩中には凝灰

質泥岩からなる円筒状の生痕化石が無数に定方向を保っ

て含まれています.上部Pontus層群は河成の円礫岩

からなっており同露頭左側では上下のPontus層群

を切る正断層カミいわゆる階段状断層をだして数本存在

しています.一見の価値ある露頭です.

さらに西に1942年の地震断層のトレｰスを追いかけ

ノ'ウザ(人口15600人)の町にはいります一新第三紀一第

四紀のノ･ウザ堆積盆の中にある中心部の町で大通りは

広く両側の建物も整然としており鉄道も通っています.

Dr.Barkaの案内で夕食をとったロカンタは今回

の旅行中ビカｰのしゃれたレストランで日本で営業し

ても恥ずかしくたいほどの造りです.料理もこってい

てちゃんと味がついており久しぶりに人間らしい食事

にありつけました.しかし一歩裏通りに入ると他

の地方都市と同様で町のはずれにあるホテルにはか

なりこちらの生活になれてきた私達もちょっと泊まる気�
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第20図変形した下部ポンタス層群に不整合に重なる上部ポンタス層群と両者を切る正断層群

(1･破砕帯2･上部ポンタス層群3･下部ポンタス層群のシノレト層4､下部ポンタス層群の凝灰岩～凝灰質泥岩層

5･下部ポンタス層群の砂岩礫岩層･アルバスラン近傍のデステック川沿いの大露頭)

がおきずあちこち聞きまわって丘の上のましなホテル

をやっとみつけてチェックインしました.しかし部屋

はほとんど満員で3人部屋か一室しかないとのことでい

やおうなしに決めましたカミコンクリｰトのタタキの上

にベッドがあるだけであとはきれいさっぱり何もありま

せん.おまけに窓ガラスは数枚破れています.

このホテルが混んでいるのは地下にトルコ風呂カミあ

るためでさっそく入ることにしました.

脱衣場は数か所あり簡易ベッドがたくさん置かれて

おりその上で服をぬぎます｡トルコ風呂は全裸で入

ることはせず赤のチェックの洗いざらした木綿の短か

い腰巻をまいて入ります.浴室は大理石造りのりっぱ

在もので日本の大き恋旅館の大浴場並みの広さです.

中央に6畳くらいの広さで深さ2mほどのプｰル状の

穴があり少しお湯がたまっておりいわば腰湯の感じ

で子供達がワイワイいって飛びはねています.その

回りにはぐるりと各3畳ほどのいわば個室が10室ぐら

いあります･あいている個室をさがして入ります･

部屋の片隅にお湯の湧き出し口があり手水鉢のよう

第21図ユ943年の地震断層の破砕帯(下部ポンタス層群中に

できた割れ目に上部の沖積礫層か落ち込んでいる｡

断層面付近の下部ポンタス層群の粘土層はセン断さ

れて無数の条線を示す･ハウサ東方)

に大理石をくりぬいた部分にたまるようになっていま

す･反対側にはバスタブのように床面を掘り下げた

ようになった部分がありますカミ便われていません.直

径20cm深さ5cmぐらいのプラスチックのオケ(?)カミ

ありこれで体を洗い流すのです.最初はスチｰム

で汗が出るまでじっとしていてそれから頭や体を洗い

ます.

日本人が珍らしいせいか次々にトルコ人がのぞきに

きました｡浴室からでると係のトルコ人が乾いた腰

布を広げて待っていてとりかえてくれます.それから

頭上半身下半身と三枚のバスタオルを巻きつけられ

脱衣室の寝台に横たわって汗カミひくのを待ちます.

その間にチャイが持ってこられゆっくりくつろぐ

ことカミできます.今回の旅行中風呂に入れた唯一の

機会でしたカミ大変素晴らしい経験でした.

10月10目(日)

少し肌寒い朝でしたがホテノレのテラスで例の定食を

とりゆっくりチャイを飲みました｡ホテルの前は

＼･

､･＼･.

.へ:.∴
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第22図1943年の地震断層の露頭(下部ポンタス層群申の破砕

帯に上部ポンタス層群の礫岩カミ落ち込んでいる.断層

面はEW80Sで無数の条線を示すセン断面が発達する

ハウサ東方)�
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策23図カルク盆地を東にのぞむ(山裾を北アナトリア断層カミ

通過している)

洗濯された腰巻カミ無数にほされて鳳にはためいています.

チェックアウト後ノ･ウザからやや東に戻り1943年

の地震断層を見に行きました･この地震断層は北ア

ナトリア断層の幅広い破砕帯の中にありいくつかのSa-

gpondを伴っています.このあたりは二畳紀の石

灰岩が分布しており北アナトリア断層の活動によって

広く破砕されており一部建築資材として採石されてい

ます･採石場の人夫から1943年の地震の話を聞くと

地震前に鳴動があり地震時には地面が波打ったようだ

ったなどいろいろ話してくれました.

ラドクの村近くで1943年の地震断層の露頭を観察し

ました!鰯;下部･･･…解の粘土層中に･･m幅

の破砕帯ができ上位のH01oceneの礫がその中に落

ちこんでいます.断層面近くの粘土中にも無数のセン

断面カミみられます.村人の話では地震時には1mほ

どの右ずれか見られたとの事です.

一度ハウサに戻りメルジフォンを経て西へ向かいま

す･南の山腹は一部紅葉した樹木が比較的良くしげり

川沿いの低平地にはリンゴやトウモロコシ畑があり日

本にも良くある風景が続きます.

1時40分頃オスマンジェクの村を通りすぎるころに

校ると川の水量は豊かにたり幼稚なダムらしきものも

あります一このあたりはEoceneの火山岩で溶岩や

岩脈がゴツゴツした外観を与えています.川の両側の

低平地では長方形に区切られた田んぼで稲の刈り入れ

の最中です.そうこうするうちに新第三紀一第四紀堆

積盆の一つであるカルゴ盆地を東に望む地点に達し北

アナトリア断層を遠望しましたが(第23図)時間の都合

でカノレゴの町には寄らずさらに酉のトスヤに向かいま

した.

3時過ぎに途中のガソリンスタンドで給油しその裏

第24図

1943年の地震断

層のsurfrace

breaksの跡(浅

い溝状の部分ト

スヤ北方テッケ

レル村付近)

にあるロカンタで遅い昼食をとりました､骨付き羊肉

を煮しめて乾燥させたようなものを火皿に山盛りにした

料理をメインにビｰルサラダヨｰクノレトで食事で

す.今までもそうでしたカミここは特に蝿が多くパ

ンや肉の上はいくらおい払っても群がっています.し

ばしばビｰルやヨｰグルトの中に蝿が落ちてきます.

それでも者お腹カミすいていたので一つも残さずに食べ

てしまいました･店の主人は日本人が珍しいらしく

話しかけてきました.Dr.Barkaの通訳によると

1960年から約10年間ほど羊をつれてイタリアアル

メニャフィンランドあたりまで放浪していたそうです.

1943年の地震の時は8歳だったそうですんでいた

村を地震断層が通り村は全減したとのことでした.

さらに西にいくと上部Pontus層群もよく成層するよ

うになりシルトの優勢な部分もでてきますがほとん

ど水平です｡

4時にトスヤ(人口18500人)につきすぐにホテルを

みつけチェックインした後再び車に乗って今度は北

上していきました｡白亜紀の変成岩の中をぬけて高度

をあげていくとテッケレル村という山村に着きました.

村はずれの丘の上で老人が一人土下座するようにメ

ッカの方を向いて礼拝しています･その脇を通って

1943年の地震断層のsurfacebreakを見にいきました.

いまだにその跡カミ浅い溝状に残っておりエシェロ

ン状の配列がよみとれます(第24図).地震による地す

べり跡も残っていました(第25図)､このあたりは蛇

紋岩や緑色片岩類が広く分布し地すべりの極めて多い

地形を呈しています.おまけに地質構造が一種の横�
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策25図1943年の地震に伴う小規模な地すべり跡(第24図

と同じ場所)

臥槽曲状になっておりあまり住むに適した土地状況で

はありません.

目が落ちてからホテルに戻りました･このホテルで

はパスポｰトを預けさせられましたがペンキをぬりか

えたぱかりで清潔な感じです.共同トイレは珍しく

鍵が付いており水洗もちゃんと使えるのに驚きました.

やはりアンカラに近づいてきた校と思いました､

昼食が遅かったので夕食はワインと焼夷ですませ

ロビｰのテレビでオリビアニュｰトンションのショｰを

見ました.

10月11日(月)

ホテルの食堂(らしき所)でテｰブルクロスのかわ

りに薄汚れた新聞紙をひいてのろのろと給仕するボｰ

イにいらいらしながら朝食をすませ9時に出発しました｡

トスヤの北西を沢沿いに高度をあげていきます｡り

第26図ウルガツ盆地北縁を限る北アナトリア断層(点線部分ウ

ルガツ北方)

っぱなねじれた角を持つ山羊の群れに道をふさがれたり

急な坂ではジｰプが登れずDr.Barkaと何度か後押し

たりしてどうにか上っていきます.周囲は緑色片岩

からなったくずれやすい急崖がせまった地形です.

やっとたどりついた山村は珍しく丸太を組みあわせ

素焼きの瓦で屋根をふいた家が散在し冬に備えて大量

の薪を貯蔵しています･車をここにおいてDr･Barka

と二人で村の奥の山腹にとりつき屋根をいくつか登

り地震断層探しにいきました｡小さな沢がオフセッ

トをなしそれらしいsurfacebreakの跡をみつけ写真

にとった後沢ぞいに下ると沢の中は松ぼっくりで一

杯です･この沢はちょうど緑色片岩と蛇紋岩の境界

の断層に走っているようです.この沢も含めて小尾

根などが活断層によって右横ずれ変位を示しています｡

村に帰る途中鋤をつけた牛と犬を連れた村人に会い地

震の様子をききました.一般に羊や牛の群れにはシ

繋

踊第27図

北アナトリア断層の最も新しい

活動に伴う小断層群(上位は最

上部ポンタス層群下位は下部ポ

ンタス層群.ウルガツ西方)�
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策28図北アナトリア断層のクリｰプ性変位を示す塀

のゆがみ(コンクリｰトの基礎が曲カミってい

る部分.イスメットパシャ)

エパｰドより一回りも二回りも大き荏番犬がいて外来

者に対して極めて攻撃的です.車で近づくとフェンダ

ミラｰにかみついたりするほどです.遠くからみると

のどかな羊の群れも近くで調査する者にとっては犬と

羊の糞に悩まされる代物です.

トスヤに戻って道を西にとり1時過ぎにウルガツ

盆地に達し盆地北端を通る北アナトリア断層を見学し

ました(第26図)･ここでも下部pontus層は変形が

著しいのですカミ上部Pontus層はほぼ水平で小断

層は発達するものの地層全体の変形はほとんどありませ

ん.

さらに西へ進むと第27図のように道路沿いにすばらし

い露頭がよくあらわれるのですが時間が衣く写真だけ

とって通過し3時過ぎにクルシュンノレの町につき昼食

にしました･このロカンタは隅に薪でたく炉を持っ

ていてビデ(具の入ってないお好み焼みたいなもの)や肉など

を焼いています･牛肉のひき肉とチｰズをまぜてあぶ

ったものをビデでくるんで食べるのはなか衣かおいしい

ものです､スｰプはヤイラ･チョルバスといって薄

めのヨｰグルトに細切りのキュウリや香草を入れたもの

であっさりしてこれもいけます.

クルシュンルの町を出た所でパｰライトのサンプリ

ングをして日本に良く似た風景の中を西に有名なイス

メットパシャに向います.

御存知のように北アナトリア断層はこの付近でクリ

ｰプしていることが知られており鉄道の停車場の建物

の一画がそのためにずれつつあります.ここにはM

TAのクリｰプメｰタｰが設置され観測を続けています.

イスメットパシャについたのは5時30分だったので

写真を何枚かとって(第28図)すぐ西に進み6時30分頃

第29図1944年の地震断層と右横ずれ変位地形(写真中央部の第

三紀火山岩からなるリッジカミ右横ずれしている.イスメ

ットバシャ北方カバクル付近)

ゲレデ(人口98900人)に着きました｡たいしたホテノレも

ないのでさらに西のヤニシャｰという国道沿いの村で

ダンプの運転手が良く泊まるという安ホテルに泊まるこ

とになりました･ここまでくるとアンカラまで約150km

ぐらいです.このホテルは日本式に靴をぬいでスリッ

パにはきかえるのでDr.Barkaらはおもしろがってい

ました･部屋は3畳ほどでシｰツや枕カバｰは汚れ

ておりゴミも捨ててありません.天井は白ですが

壁は緑とピンクにぬられているすさまじさです.一軒

しかないロカンタは日本の赤チョウチン焼き肉屋風で

軒先から羊の肉が丸ごと吊るしてあり皮をはがれた羊

の頭がプランプランしていました･シシケバブを頼む

とこれから肉を切りとって焼いてくれます.ビｰ

ノレを頼むと置いてたいといい酒屋から買ってくるとい

う始末です･ホテノレに帰ってもボイラｰの故障でシャ

ワｰは使えずただ寝るだけでした.

10月12目(火)

朝食は食べるところがなくそのままチェックアウト

して東の方に戻りイスメットパシャの手前で北へ行

く道に入りました.カパクルの肘あたりでMTAの

クリｰプメｰタｰが設置されていました(第29･30図).

ここは1944年の地震断層の通過地点ということですが

クリｰプがおこっていないのか測定方法が悪いのかク

リｰプ変位はまだ観測されていないとの事です.

このあとゲレデの周辺を北アナトリア断層沿いにSag

pOndやリッジのオフセットなど見学しながら走り回り

ました(第3!図･第32図)･途中雲行きがおかしくかた

り激しい雨に何度もつかまりました.このあたりは

こういう天候が多いそうです.昨日泊まった村にもど

りロカンタで雨やどりをしました･雨の中をポｰラ�
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策30図(1944年の地震断層跡に設置されたMTAのクリｰ

プメｰタｰ.第29図と同じ場所)

ンドからの難民が家財道具をのせたトラックで走ってい

きます.村人はカサもささず(もっていないのか?)平

気でぬれなカミら歩いています.小止みになってから

今日の予定地のボルに向けて出発しました･二畳紀の

石灰岩の採石場で小活断層を観察しながら4時頃ボル

(人口33800人)に着きました.ここにはMTAのキャ

ンプもあるのですがせめてシャワｰでもあびたいので

全員一致でまともなホテルに泊まることにしました.

珍しくフロント係は女性でこぎれいなホテルでした1

チェックイン後近くのロカンタで昼食(?)をとり

ました.デネルケバブとアイランです.ここのアイ

ランは風味が良く大変おいしいのでおかわりしたほど

です｡ボルの町中で第33図のように工事をしている所

をのぞくとずたずたに小断層に切られた沖積の礫岩層上

に何の補強もなくレンガ造りの家が建てられています.

地震カミきたらひとたまりもないでしょう.

夜は夕食がわりにビｰルとワインを飲みすぎて風呂に

も入らず寝てしまいました.

第31図1944年の地震断層の一部(破線部の浅い溝状の部分ゲ

レデの東5km)

10月13目(水)

ボルからアンカラヘ帰る途中にはもう地震断層も匁く

また天気もあまり良くなく降ったりやんだりの空模様な

のでいくつか道路沿いの露頭を見ただけで先を急ぎ

昼過ぎに狂っかしのケントホテルに着きました･短い

調査旅行でしたカミDr.Barkaの要領のよい案内で北

アナトリア断層の概要についてよく知ることができ極め

て有意義だったと思います.

10月14目～16目にかけてMTAといろいろ打ち合わせ

等をした後17目に帰国の途につきました.

第32図北アナトリア断層のsagpondの一つ(ゲレデ西方)

第33図小断層の発達したもろい沖積礫層上に立つ建物(ボル

市内)�


